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要旨・感想 

ケニアの中学生を対象に、家庭でのコミュニケーションが中学生の学業成績に及ぼす影響に

ついて検証した論文である。親と子どもとのコミュニケーションが学業成績に大きく影響する

ことが明らかになった。よく子どもたちの教育問題について話し合い、励ましている保護者は、

子どもの学業成績に良い影響を与えることが多い。親が学業成績を向上させるためには、子ど

もとの自由なコミュニケーションを促進する環境を作成することが必要である。 

この論文では中学生を対象に検証したものであるが、幼児や小学生にも同じような分析結果

が出ると思う。そう考えると、BFC で企画している読み聞かせは親子でのコミュニケーション

をとるきっかけにもなり、意義のある活動だと思う。今後も継続して行えるようにしていきた

い。 
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